
無料プリント

国語「漢文」　第2章．返り点（応用）②

1 返り点（応用）その３ ＜書き下し文・意味＞ ＜読み方のポイント＞

(1) もってひとをがいせず

(2) せいするところとなる

(3) なんぢをいかんせん

(4) いのらざるをしる

(5) そのなみをあげざる

【 アプリ版のご紹介 】 古文・漢文 【 オマケの一題 】

　中学社会　地理・歴史・公民

　駿河の今川義元を桶狭間の戦いで破り、勢力を伸ばした人物は？
　(A) 徳川家光　(B) 毛利元就　(C) 真田幸村　(D) 織田信長

古文・漢文を学習中の中学生、高校生必見！定期試験とセンター試験に頻出の「古文
単語」「古典文法」「漢文」を、完全に無料で学べるアプリが登場！！

虞や虞や若を奈何せん　（虞よ、虞よ、お前をどうしようか、いや、どうしようもな
い）

レ点の復習。下の字から上の字に返って読むことを示す。Ａ[レ]Ｂの読み順は、
ＢＡとなる。

陛下の仏に惑ひて此の崇奉を作し、以て福祥を祈らざるを知る　（陛下が仏に
惑ってこのように崇拝してお仕えし、幸せを祈っているのではないことはわかって
おります）

甲乙丙丁点は、上下点をはさみ、甲点・乙点・丙点・丁点の順に返って読むこと
を示す。Ａ[乙]Ｂ[下]Ｃ[二]ＤＥ[一]Ｆ[上]Ｇ[甲]の読み順は、ＤＥＣＦＢＧＡとなる。

世人皆濁らば、何ぞ其の泥を淈して其の波を揚げざる　（世の人々が皆汚れてい
るのならば、どうして自分もその泥をにごして波をたてないのか）

上下点の応用。中点がある場合は、上点・中点・下点の順に返って読む。Ａ[下]
Ｂ[二]ＣＤ[一]Ｅ[中]ＦＧ[上]の読み順は、ＣＤＢＦＧＥＡとなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答と解説

君子は其の人を養う所以の者を以て人を害せず　（君子は、人を養うべき土地の
ことで争って、人命を害するようなことはしない）

甲乙丙丁点は、上下点をはさみ、甲点・乙点・丙点・丁点の順に返って読むこと
を示す。Ａ[乙]Ｂ[下]Ｃ[二]ＤＥ[一]Ｆ[上]Ｇ[甲]の読み順は、ＤＥＣＦＢＧＡとなる。

先んずれば即ち人を制し、後るれば則ち人の制する所と為る　（先手をとると人を
制することができるが、後手にまわると人に制される）

一レ点の復習。まずレ点に従い、次に一点に従って読むことを示す。Ａ[二]ＢＣ
[一レ]Ｄの読み順は、ＢＤＣＡとなる。
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